大学院教育改革推進プログラム「理系の実践型女性科学者育成」
「国内学会・研究集会」参加報告書
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００９年５月２０日

専攻・講座名　　複合現象科学専攻・現象構造解析講座
学年　　　　　　　 博士後期課程　２回生

氏名  　　　　　　　 　　　　梶　　真理香
大学院教育改革推進プログラム「理系の実践女性科学者育成」の支援により「国内学会，国内研究集会」への参加をご報告いたします。

1． 学会・研究集会、研究機関の名称　　　第２回数論の女性の集まり
2． 開催場所　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学
3． 開催日程　　　　　　　　　　　　　　２００９年　　５月　９日

4． 旅行期間　　　　　　　　　　　　　　２００９年５月９日　～　２００９年５月１０日
5． 講演題目　　　　　　　　　　　　　　有限線形群の表現と保型形式への応用

6． 講演時間　　　　　　　　　　　　　　１５分
①自分自身の発表について
講演内容

　実数体上の特殊線型群の元で、成分がすべて整数になっている行列は群を為しています。これをフルモジュラー群と呼びます。このフルモジュラー群の元のうち、1と正の整数Nを法として合同な元全体をレベルNの合同部分群といいます。

複素平面の上半平面上の有理型関数で、整数環上の特殊線型群の任意の元を作用させてもある意味不変なものとなるような関数を保型関数といいます。さらに、正則関数で無限遠点でも正則となるものを保型形式といいます。保型形式の有名な例の一つはアイゼンシュタイン級数であり、そのフーリエ展開係数はある数論的関数になっています。

　上の整数環上の特殊線型群に対する保型形式を、合同部分群に対するものに、条件を弱めた保型形式のことを合同部分群に対する保型形式といいます。

　ヘッケ作用素の導入法は２つあります。一つ目は、一次元空間の無限個の直和から同じ空間への線型写像で、基底ベクトルの像をある関係式で定義したものです。二つ目は、整数体上の特殊線型群の合同部分群の元による作用の下で不変な上半平面上の関数に合同部分群による両側剰余類を作用させたものです。この２つの作用素が一致することは、上と同じような展開を考えることで示せます。アイゼンシュタイン級数やデルタ関数に対してヘッケ作用素を作用させ、そこから得られるあるディリクレ級数がリーマン・ゼータ関数と同様、無限積（オイラー積）を持ちます。

　この保型形式上に有限線型群を作用させることで保型形式を詳しく調べられます。ヘッケによる古典的な作用素とそれを半整数ウェイトに拡張した結果について紹介しました。

講演を終えて

１５分という講演時間はとても短く、時間通りの講演になるようきちんと準備をしていたつもりではいましたが、少し焦ってしまい、記号の説明などをし忘れることもありました。その時は指摘してくださった方がいたため良かったのですが、次回からはOHPかプロジェクタにするべきかと思い、反省しております。

②聴講したものについて

　「等号付多重ゼータ値の母関数と双対的性質について」というタイトルで行われた講演内容についてご報告いたします。

　多重ゼータ値や等号付き多重ゼータ値にはさまざまな関係式が知られているそうで、どちらかにおいて成り立つ関係式は、もう一方に対してもそれに対応するものが存在することが多いそうですが、双対関係式は等号付き多重ゼータ値においては存在しないと思われていたそうです。しかし、等号付き多重ゼータ値の双対関係式と解釈できる関係式が発見され、その関係式とその拡張について紹介されました。
　「デジタルTV放送と符号理論」というタイトルで行われた講演内容についてご報告いたします。

　数学が実際世の中でどのように役に立っているかというようなお話を聴けるような機会が少ないことと、とても分かりやすく説明されたため、とても興味深く聴くことができました。数学科の大学院で勉強されたことを実際に企業で仕事に活かしている方のお話という点でもとても新鮮なものでした。概要は、ノイズが符号に入り込んだときに、具体的にどのようにそれを訂正するのかということ、その効率を良くしてノイズが入り込んでもそれが起こらないように改良を重ねられたものが最近話題のデジタルTV放送であるというものでした。
